
「皆野町過疎地域持続的発展計画（案）」についてのパブリックコメント結果の公表 

 

 「皆野町過疎地域持続的発展計画（案）」について、令和４年１０月１７日～３１日まで町ホームページ等を通じてご意見を募集したとこ

ろ、２名１９件のご意見をいただきました。 

 お寄せいただいたご意見の概要とご意見に対する皆野町の考えについて、以下のとおり取りまとめましたので公表します。 

 ご意見をお寄せいただき、誠にありがとうございました。 

 

１ 意見募集の概要 

 （１）意見募集期間 

   令和４年１０月１７日（月）から令和４年１０月３１日（月）まで 

 （２）案の公表方法 

   ・町ホームページへの掲載（告知記事は広報みなので掲載） 

   ・みらい創造課、総合センター、長生荘で閲覧 

 （３）意見の提出方法 

   持参、郵便、電子メール、ＦＡＸによる提出 

 

２ 意見の募集結果 

 （１）意見提出者  ２名（持参１名、郵便１名） 

 （２）意 見 件 数 １９件 

  



No. ご意見（要約） ご意見に対する皆野町の考え 

１ 

他の市町村の市報や町報くらいは町および町の施設に置き、閲覧

してもらい町民には広く物事を考えてもらいたい。 

色んな行事・催事が秩父郡市で行われているが、これも一覧表に

して町及び町の施設に提示してもらいたい。 

秩父地域１市３町の施策、催事等の情報が得られるよう広報紙を

役場で閲覧できるよう対応します。 

２ 

英語を母国語にしている先生を永続的に学校に確保したい。 

埼玉県から円滑に先生を派遣してもらえる仕組みを県と協議し

てほしい。 

今後の町教育行政の参考とさせていただきます。 

３ 

ある程度の競争、切磋は子供の教育には必要だ。たくましい人材

の輩出を望む。また、皆野高校も近く秩父高校に編入されること

が決定している。であれば、今教育界で関心が持たれている「小・

中・高」の一貫教育ができるのではないか。 

今後の町教育行政の参考とさせていただきます。 

４ 

空き家に町の費用、アイデアで住んでもらえるようなリフォーム

ができないか。 

今後の町空き家対策の参考とさせていただきます。 



５ 

道路など社会インフラも大切だ。問題は都会への交通の便だけ

だ。秩父郡市の人口増による秩父線・西武線の増便・スピード化

を期待したい。 

「５交通施設の整備、交通手段の確保 （２）その対策 ウ地域公

共交通 ①誰もが利用しやすい公共交通の推進」において、関係

機関に要望してまいります。 

６ 

定期的な文化講座の開催（公民館狭すぎる）知的欲求の充足 

公民館活動の更なる充実、ＰＲ、町報の利用（活動ぶりなど） 

「９教育の振興 （１）現況と問題点 イ社会教育、社会教育施設」

に「○社会教育については、既存の町講座事業や文化サークル団

体において、参加者数や満足度の低迷が見られ、時代の変化に伴

う新たな学習需要を探る必要があります。今後は、新たな学習機

会の提供のほか、その学習の場としての公民館（図書室）、文化

会館などの社会教育施設の整備・充実が課題となります。」を追

加します。 

「９教育の振興 （２）その対策 イ社会教育、社会教育施設」に

「○町民の自発的・主体的な生涯学習活動を促す事業づくり ○

生涯学習の場としての社会教育施設の効果的な活用 ○社会教育

活動についての適切な広報と情報発信」を追加します。 

７ 

皆野病院を核にした健康増進活動 「７子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上と増進 

（２）その対策 イ高齢者等の保健及び福祉」において、健康増

進活動を推進しています。 

なお、現在も皆野病院と連携した住民健診事業を実施していま

す。 



８ 

運動施設の提供、施設の有効利用（運動公園、プールなど） 「９教育の振興 （１）現況と問題点 イ社会教育、社会教育施設」

に「○社会体育については、町民をはじめ地域住民が様々なスポ

ーツ活動に取り組んでいるが、人口減少に伴い、町のスポーツ人

口も減少傾向がみられます。今後は、人口減少に応じたスポーツ

活動支援などが必要になります。」を追加します。 

「９教育の振興 （２）その対策 イ社会教育、社会教育施設」に

「○社会体育施設を有効利用したスポーツに親しむための環境

づくり ○スポーツ推進委員をはじめとした指導者や活動支援人

材の育成」を追加します。 

９ 

仕事の情報提供 仕事の確保 「３産業の振興 （２）その対策 イ商工業 ④若年者雇用の拡大」

において、「○関係機関と連携した職業訓練機会の増加と情報発

信 ○求人情報の積極的な提供」としています。 

１０ 

都会者向けの不動産情報 「２移住・定住・地域間交流の促進、人材育成 （２）その対策 

ア移住・定住 ②物件情報・住宅取得支援の充実」において、「「ち

ちぶ空き家バンク」などの情報提供を推進」としています。 

１１ 

町道の補修は全額、町の負担で行うべきものだという当たり前の

感覚を町も住民も持っていてもらいたい。 

今後の町建設行政の参考とさせていただきます。 



１２ 

時間がかかっても町の自主財源を模索しなければならない。国、

県依存を脱却しなければならない。国も県も市町村も行政にある

者は絶えず新財源を求めて研究すべきであり、前例主義を排除し

た予算の無駄使いのチェックを常に意を注いでもらいたいし、与

えられた税収を配分する事だけが行政の仕事であってはならな

い。 

「１３その他地域の持続的発展に関し必要な事項 （２）その対

策 ア健全な財政運営」において、「○中長期的視点に立った計画

的な財政運営の推進」としています。 

１３ 

秩父音頭は埼玉県の代表的な民謡であるから、関東レベル、全国

レベルの民謡大会や踊りの大会を開催する。 

今後の町観光行政の参考とさせていただきます。 

１４ 

町議会の開催は夜とし、一般勤労者の立候補を可能にする。 ご意見として承ります。 

１５ 

防災対策一番の町つくり 

町の指導で各地区の住民の複数に防災の知識習得の場を提供し

てもらいたい。 

また、町は「自主防災組織票」が機能しているか定期的に点検し

てほしい。 

「６生活環境の整備 （２）その対策 ア消防防災・救急 ①防災

対策の充実」において、「○自主防災組織の維持 ○自主防災組織

の協力のもと、住民参加型の避難訓練の実施 ○地域避難所活用

のための備蓄品の整備などの行政区の支援」としています。 



 

 

１６ 

防災対策一番の町つくり 

消防団に防災機能が付加できないか。検討してもらいたい。 

消防団には防災機能もあり、火災のみならず、災害時にも活動を

しています。 

１７ 

全国の成功事例を検討し工場を誘致する。 

オプナスの駐車場、おためし住宅の横の道を広げて堀の方まで車

が入れるようにする。 

「３産業の振興 （２）その対策 イ商工業 ③企業誘致の推進」

において、企業誘致を推進してまいります。他自治体の例も情報

収集し検討してまいります。 

１８ 

人手不足のため外国人に来てもらう、住むところは空き家を利用

する。 

今後の町労働行政の参考とさせていただきます。 

１９ 

みらい創造課職員は、会社でいえば営業活動をしてもらう。 みらい創造課は広報広聴に関することを所管しております。「２

移住・定住・地域間交流の促進、人材育成 （２）その対策 ①町

の魅力発信の充実及び③地域間交流」において、シティーセール

スによる町の魅力発信を強化します。 


